
 

 
 

外断熱は建物全体を断熱材ですっぽり包み込んでいるため暖かく、結露の発生を抑えることができます。そして

建物を長持ちさせることができるなど多くの利点をもつ工法です。 
 

 改修費用の低減  

熱源容量の低減  

燃料消費量の低減  

熱負荷の低減  

非暖房室の  
温度低下防止  

ヒートブリッジの防止  
温度変動が少ない  

場所による温度変化が少ない  
室内の有効面積の拡大  

CO2 の削減  

廃棄物の低減  

漏水の防止  

凍害防止  

亀裂防止  

快適な室内  

結露の防止  

省エネ
ルギー  

LCC の
低減  建物の  

長寿命化  

地球環境  
負荷低減  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
Ｚ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内 断 熱 

拡大図 

拡大図 

外 断 熱 

拡大図 

拡大図 

外断熱とは 



 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 外断熱建物の基本的性能、技術的事項 

及び検証方法 

 

外断熱建物が備えるべき基本的性能に関する「性能の水準」、 

水準を確保するための「技術的事項」及び技術的事項を満たし 

ているかどうかを「検証する方法」を定めています。 

第１章 総 則 

 

目的・適用範囲・考え方などの「外断熱建物に関する 

性能基準」に係わる基本事項及び外断熱建物が備えるべ 

き基本的性能の項目を定めています。 

「外断熱建物に関する性能基準」の構成

 

社会的ニーズへの対応を図る 

一般的に官庁施設が備える

べき性能について定める 

積雪寒冷地の厳しい気象条件に

対応するための外断熱建物が備

えるべき性能について定める 

・安全で安心できる国民生活の支援 
・高齢者、障害者等への配慮 
・まちづくりへの貢献 

・地球環境保全への取り組み 
・高度情報化社会への対応 
・国民共有の資産としての官庁施設 

国家機関の建築物及びその附帯施設の 
位置、規模及び構造に関する基準 

官庁施設の 
基本的性能基準 

外断熱建物に関する 
性能基準 

積雪寒冷地の良質な官庁施設の整備 

北海道開発局営繕部は、外断熱建物の設

計手法の確立のため、過去の実施例や研究

結果を踏まえ、平成 13 年度に「外断熱建物

に関する検討委員会」を設けて、外断熱建物

の設計基準を整備するための検討を行い、

平成１５年度『外断熱建物に関する性能基

準』を策定しました。その後、平成２７年４月及

び令和２年１月に一部改定を行っています。 

 

 

『外断熱建物に関する性能基準』は、外断

熱建物の備えるべき性能に関する基本的事

項を定め、『官庁施設の基本的性能基準』と

あわせて適用し、積雪寒冷地の良質な官庁

施設の整備を図っています。 

外断熱建物に関する性能基準 

総  則 

基本事項 

目的・適用範囲・用語の定義・基本的考え方 

基本的性能の項目 

外断熱建物の基本的性能、 

技術的事項及び検証方法 
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当該項目の一部又は全てを 

「官庁施設の基本的性能基準」等で定める 

http://www.mlit.go.jp/common/001157882.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001157882.pdf
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外断熱工法を採用することで、断熱性能の向上を図り、防結露性能を向上させ、耐久性を高めることができます。 

断熱性の向上 

高断熱の断熱材を用いることにより、屋外への熱損失は少

なくなり、屋内側を温暖に保つことができます。 防結露性の確保 

躯体の外周を断熱材で覆うことにより、外断熱では躯体内部の温度

が下がりにくくなります。この結果、躯体内の水蒸気圧は低く抑えられ、

結露が発生しにくくなります。 

耐久性の向上 
躯体を断熱材及び外装材で覆うことにより、躯体は、日射・降雨

などの外界の環境条件の影響を受けにくく、耐久性が向上します。 
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外断熱の効果 
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外断熱 
→ヒートブリッジの防止 
→均質な放射環境 
 

外断熱 

蓄熱効果 
→均質な放射環境 
→緩やかな温度変動 

 

ヒートブリッジ 
→不均質な室内環境 
→結露の恐れ 
→空気質の悪化 

内断熱 

5 

 

ペリメーター負荷が小さいので、ペリメーター処理用の
FCU に頼ることなく、VAV のみにより室温制御可能 

FCU（撤去） 

VAV ユニット 

VAV ユニット 

地球環境に与える負荷低減の指標として

用いられる LCCO2（ライフサイクル CO2）を比

較すると、内断熱に比べて、高断熱を図った

外断熱においてはその値が低減し、建物が

生涯に亘って地球環境に及ぼす影響を小さ

くすることができます。 

※建設部門が果たす役割とは 

※ＬＣＣＯ２とは 

建築物の生涯（ﾗｲﾌｻｲｸﾙ）を通じて排出されるCO2の総量です。建物は建築時の

みならず、生涯にわたって地球環境に及ぼす影響を評価することが大事です。 

温熱環境向上効果 

外気温の変動による室温変動

が小さくなると共に、室内壁面か

らの不快な輻射熱や壁面に沿っ

たコールドドラフトを防ぐことがで

きます。また輻射環境の向上によ

り設定室温以上に暖かく感じるこ

とができます。また高断熱化を図

ることで、日射熱によるパッシブ

ソーラー効果を有効に利用するこ

とができます。 

ペリメーター負荷が小さくなるため、窓際の FCU

（ファンコイルユニット）に頼ることなく、VAV（変風

量装置）による室内環境制御を行うことができま

す。また、負荷の変動が小さいため、未利用エネ

ルギーや自然エネルギーを利用した暖房熱源な

どを利用することができます。 

省エネルギー効果 

環境負荷低減効果 
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初期工事 修繕 改修 廃棄 運用 維持管理

外断熱 

 

1990年産業連関表等を利用した推計値（日本建築学会）

業務ビル分野
17%

住宅分野 18%

建物補修 1%

その他の
産業分野
64%

日本のＣＯ2排出量
12億トン-CO2

民生部門
36%

1990 年産業連関表等を利用した推計値（日本建築学会） 

日本のCO2排出量の約1/3を建築関連分野が占めていると見られています。 

外装材 

外断熱工法分類 

(外断熱建物に関する性能基準及び同解説（平成 15 年版）による) 
 

外断熱の効果 

（断熱性の分類Ⅰ相当で整備した場合） 
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